
平成２９年１１月１５日 

東 京 土 地 家 屋 調 査 士 会 

研  修  部    

 

 

「平成 ２ ９年度法令実務研修会」配付資料の 

事前公開について（お知らせ） 
 

 

平素は，会務運営にご協力を賜り，厚く御礼申し上げます。 
 

さて，標記研修会（日時：11月21日（火）午後１時００分開講／会場：

「なかのＺＥＲＯ」大ホール）の開催につきましては，去る１０月２０日付け

東調研発第２７号（ハガキ）をもってお知らせしたところであり，会員各位

におかれては，既に出席のご予定をいただいているものと思います。 
 

そこで，当該研修内容をより深くご理解いただくことを目的として，研修

会当日に配付する資料を，事前に本会のホームページをもって公開すること

と致しました。 
 

つきましては，あらかじめ当該資料をご一読の上，研修会に臨まれますよ

う，お知らせ致します。 
 

なお，このことにより，会員各位において，事前に当該資料を印刷され，

あるいはタブレット端末等を利用した電磁的資料として，ご持参・受講いた

だけることを期待申し上げ，研修会当日は，希望者に対してのみ，紙媒体（両

面印刷）による資料の配付を行うこととさせていただきましたので，併せて

お知らせ致します。 

 



平成２９年度法令実務研修会 

配布資料 
 

 

１．開 催 日 平成２９年１１月２１日（火） 

２．会  場 なかのＺＥＲＯ 大ホール 

３．目  次  

【第一部（１頁～１９頁）】 

テーマ:準天頂衛星「みちびき」を用いた測位の現状と展望 

講 師：浅里幸起 (一財）衛星測位利用推進センター技術開発本部開発部長 
 

【第二部（２０頁～２６頁）】 

テーマ:法定相続情報証明制度の概要と現状 

講 師：渡邉英介 東京法務局 民事行政部 不動産登記部門 統括登記官 
 

【第三部（２７頁～４５頁）】 

テーマ:東京法務局における筆界特定の現状 

講 師：小池和寿 東京法務局民事行政部 不動産登記部門 統括登記官 
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準天頂衛星「みちびき」を用いた測位の現状と展望 

 

 

 

 

講 師 浅里幸起 (一財）衛星測位利用推進センター技術開発本部開発部長 
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平成29年度法令実務研修会 

 

 

 

【 第三部 】 

 

東京法務局における筆界特定の現状 

 

 

 

 

 

講 師 小池和寿 東京法務局民事行政部 不動産登記部門 統括登記官 



- 1 -

東京法務局における筆界特定申請の現状等について

１ 平成２９年における筆界特定申請の現状について

( ) 筆界特定申請件数等について1

( ) 隣接地の所有権登記名義人等との対応について2

２ 筆界特定の申請について

( ) 事前相談について1

( ) 筆界特定の申請について（平成２９年８月２２日付け文書）2

( ) 土地家屋調査士のための筆界特定申請書の作成要領について3

（平成２８年１０月１４日改定）

( ) 筆界特定申請の提出時の意見書について4

( ) 測量データの提供について5

( ) 測量指図書について6

( ) その他7
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別紙１様式 .xls

1 

（様式１）

意　見　書  平成　　年 第　　号　　　

筆界特定登記官　殿 （所有者不明土地用）

以下のとおり意見を提出します。 申請人代理人

平成２８年○○月○○日 住所　 ○○市○○町１０００番地

土地家屋調査士　◯◯　◯◯ 印

　 電話番号　00-0000-0000
認定番号

　 　

○○（地方）法務局　

１　本件筆界に対する意見

本件筆界１は，別添現況測量図のＫ１点及びＫ２点を結ぶ直線
本件筆界２は，別添現況測量図のＫ３点及びＫ４点を結ぶ直線
※本件筆界１は，対象土地甲１と対象土地乙との間の筆界
　本件筆界２は，対象土地甲２と対象土地乙との間の筆界

２　対象土地・関係土地

(3)　所有権登記名義人等

区分 所　在 地　番 地目
所有権

登記名義人
取得・登記年月日

その他の
参考情報

対象土地
甲１

　Ａ市○○四丁目 100-50 宅地
(株)A工務店 H18.5.1売買

（申請人） H18.5.15登記

移動事由

登記年月日 S39.5.○
S39.5.×，100-13
から分筆により形
成

○○．○○

H18.5.15
H18.5.1売買

本人確認方法

所有権登記名義人との関係

連絡先（電話番号等）

□運転免許証　□個人番号カード　□面識有り　□その他（　社員証及び委任状　）

□親族（　　　 ） □管理者（　　　  ）□代表者　■その他（ 被雇用者　  ）

住所 Ａ市××333番地

(株)A工務店　職員　○○　○○

□運転免許証　□個人番号カード　□面識有り　□その他（　　　　）

□単有　□共有（持分　　　　）

立会人

氏名

連絡先（電話番号等）

住所
（登記記録と異なる場合）

氏名

本人確認方法

地目 宅地

　所定の日時に立ち会い，確認した。
　なお，現地及び図面で筆界点を確認している。

立会・確認状況等

土地の表題履歴

地積（㎡）

(1)　本件対象土地

対象土地甲１：Ａ市○○四丁目100番50
対象土地甲２：Ａ市○○四丁目100番52
対象土地乙：Ａ市○○四丁目100番51

(2)　対象土地周辺の土地の沿革及び本件筆界の形成の経緯

昭和37年6月○日　甲１，甲２及び乙の元番であるＡ市○○四丁目100番を100番1ないし100番5に分筆

昭和37年8月○日　100番2を100番2，100番6ないし100番25に分筆

○○○－○○○－○○○○

所有権登記名義人（□立会人）

持分

昭和37年10月○日　100番13，100番24及び100番25を合筆

昭和39年5月○日　100番13を100番13，100番26ないし100番57に分筆（以下「昭和39年分筆」という。）
→本件筆界形成

昭和40年11月○日　100番51を100番51及び100番58に分筆

昭和44年9月○日　100番53を100番59及び100番60に分筆

(株)A工務店

平成28年○月○日　立会・確認

その他事項

所有権登記名義人 法務　花子

関係図（手書きでも可）を作成し，添付しても差し支えない。

土地の沿革の関係図を作成した場合には，当該図に付記す

ることで差し支えない。
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住所 甲１と同じ。

氏名

(株)A工務店 H18.5.1売買

所有権
登記名義人

取得・登記年月日

所有権
登記名義人

取得・登記年月日

本人確認方法 □運転免許証　□個人番号カード　□面識有り　□その他（　　　　）

所有権登記名義人との関係 □親族（　　　 ） □管理者（　　　  ）□代表者　□その他（　　　  ）　

氏名
本人確認方法 □運転免許証　□個人番号カード　□面識有り　□その他（　　　　）

住所

住所
（登記記録と異なる場合）

不明

住所
（登記記録と異なる場合）

氏名

S39.5.○ S50.12.24

移動事由

登記年月日
S39.5.×，100-13
から分筆により形
成

S50.10.18相続

登記年月日 S39.5.○

連絡先（電話番号等）

氏名

所有権登記名義人 田中　権兵衛

乙野太郎

地積（㎡） ○○．○○

田中　義郎 (株)A工務店

S41.5.1

地目 宅地

その他事項

宅地

地積（㎡） ○○．○○

移動事由

S39.5.×，100-13
から分筆により形
成

S41.4.14相続

H18.5.15
H18.5.1売買

土地の表題履歴

前所有者その他の
参考情報

区分 所　在 地　番 地目
前所有者その他の

参考情報

対象土地
甲２

　Ａ市○○四丁目 100-52 宅地
現在，更地

（申請人） H18.5.15登記

所有権登記名義人（□立会人）

連絡先（電話番号等）

立会人

本人確認方法 □運転免許証　□個人番号カード　□面識有り　□その他（　　　　）

持分 □単有　□共有（持分　　　　）

連絡先（電話番号等）

立会・確認状況等

平成28年○月○日　立会・確認

　所定の日時に立ち会い，確認した。
　なお，現地及び図面で筆界点を確認している。

土地の表題履歴

本人確認方法 □運転免許証　□個人番号カード　□面識有り　□その他（　　　　）

区分 所　在 地　番 地目
前所有者その他の

参考情報

対象土地
乙

　Ａ市○○四丁目 100-51

平成　年　月　日　立会・確認

S41.4.14相続
現在，更地
登記名義人は，左記のと
おりであるが，Ｈ４年死亡

（関係人A） S41.5.1登記

所有権登記名義人（□立会人）

持分 □単有　□共有（持分　　　　）

宅地

立会人

所有権登記名義人との関係 □親族（　　　 ） □管理者（　　　  ）□代表者　□その他（　　　  ）　
連絡先（電話番号等）

立会・確認状況等

所有権登記名義人 乙野　一郎 乙野　太郎

地目

甲野一郎 S58.7.23相続

その他事項

区分 所　在 地　番 地目
所有権

登記名義人
取得・登記年月日

（関係人B） S62.5.1登記
関係土地１ 　Ａ市○○四丁目 100-53 宅地
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□単有　□共有（持分　　　　）

持分

□運転免許証　□個人番号カード　□面識有り　□その他（職員証　　）

本人確認方法 □運転免許証　□個人番号カード　□面識有り　□その他（　　　　）

持分

■単有　□共有（持分　　　　）

連絡先（電話番号等） ○○○－○○○－○○○○

氏名

住所
（登記記録と異なる場合）

住所
（登記記録と異なる場合）

所有権登記名義人（□立会人）

移動事由

S39.5.×，100-13
から分筆により形
成

登記年月日

所有権登記名義人 甲野　太郎

S39.5.○

本件土地の表題履歴

登記年月日 未登記

所有権登記名義人（■立会人）

本人確認方法 ■運転免許証　□個人番号カード　□面識有り　□その他（　　　　）

立会人

本人確認方法 □運転免許証　□個人番号カード　□面識有り　□その他（　　　　）

所有権登記名義人との関係

連絡先（電話番号等）

□親族（　　　 ） □管理者（　　　  ）□代表者　□その他（　　　  ）　

氏名

住所

立会・確認状況等

平成28年○月○日　立会・確認

　所定の日時に立ち会い，確認した。
　なお，現地及び図面で筆界点を確認している。

土地の表題履歴

地積（㎡） ○○．○○

地目 宅地

前所有者その他の
参考情報

財務省（○○市） －

その他事項

区分 所　在 地　番 地目
所有権

登記名義人
取得・登記年月日

未登記の道路

（関係人C） －

氏名

立会人

関係土地２ 　Ａ市○○四丁目 100-50先 道路敷

氏名 ○○市○○課　××　××

本人確認方法

所有権登記名義人との関係 □親族（　　　 ） □管理者（　　　  ）□代表者　□その他（　　　  ）　

住所 ○○市△△一丁目10番地

連絡先（電話番号等）

連絡先（電話番号等） ○○○－○○○－○○○○

立会・確認状況等

平成28年○月○日　立会・確認

　所定の日時に立ち会い，確認した。
　なお，現地及び図面で筆界点を確認している。

異同事由

地積（㎡）

地目

前所有者その他の
参考情報

所有権登記名義人

(株)A工務店 H3.10.7売買

その他事項

区分 所　在 地　番 地目
所有権

登記名義人
取得・登記年月日

（申請人） H3.10.20登記
関係土地３ 　Ａ市○○四丁目 100-54 宅地
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連絡先（電話番号等）

氏名

本人確認方法

持分

立会人

住所

関係土地４ 　Ａ市○○四丁目

S60.3.1売買

氏名

S39.5.×，100-13
から分筆により形
成

□運転免許証　□個人番号カード　□面識有り　□その他（　　　　）

□単有　□共有（持分　　　　）

□運転免許証　□個人番号カード　□面識有り　□その他（　　　　）

異同事由

S39.5.×，100-13
から分筆により形
成

H3.10.7売買

住所
（登記記録と異なる場合）

所有権登記名義人（□立会人）

本人確認方法

立会人

持分

所有権登記名義人（□立会人）

住所
（登記記録と異なる場合）

甲１と同じ。

氏名

本人確認方法 □運転免許証　□個人番号カード　□面識有り　□その他（　　）

所有権登記名義人との関係 □親族（　　　 ） □管理者（　　　  ）□代表者　□その他（　　　  ）　

連絡先（電話番号等）

立会・確認状況等

平成28年○月○日　立会・確認

　所定の日時に立ち会い，確認した。
　なお，現地及び図面で筆界点を確認している。

本件土地の表題履歴

登記年月日 S39.5.○ H3.10.20

地積（㎡） ○○．○○

地目 宅地

所有権登記名義人 法務　花子 (株)A工務店

その他事項

区分 地　番 地目
所有権

登記名義人
取得・登記年月日

前所有者その他の
参考情報

所　在

100-55 宅地
吉田太郎 H14.9.1相続

（関係人D） H14.10.3登記

氏名 吉田 美和

本人確認方法 ■運転免許証　□個人番号カード　□面識有り　□その他（　　　　）

■単有　□共有（持分　　　　）

連絡先（電話番号等）

Ａ市○○四丁目100-15住所

所有権登記名義人との関係 ■親族（妻　　　 ） □管理者（　　　  ）□代表者　□その他（　　　  ）

連絡先（電話番号等） ○○○－○○○－○○○○

立会・確認状況等

平成28年○月○日　立会・確認

　所定の日時に立ち会い，確認した。
　なお，現地及び図面で筆界点を確認している。

本件土地の表題履歴

S39.5.○ S60.3.13 H14.10.3
H14.9.14想像

○○．○○

宅地

法務　花子 吉田　一郎 吉田　太郎所有権登記名義人

登記年月日

異同事由

地積（㎡）

地目

その他事項
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■土地登記記録 (100-50～100-60）

■土地閉鎖登記記録・閉鎖登記簿 （100,100-1・・・100-60）

■建物登記記録 (100-50）

□建物閉鎖登記記録・閉鎖登記簿

□地図

■地図に準ずる図-100

□閉鎖地図及び閉鎖地図に準ずる図面

□地積測量図・土地所在図

□筆界特定関係資料等

■旧土地台帳

■旧土地台帳附属地図（和紙公図）

□基準点成果

□その他（　　　　　　　　　　　　　）

□その他（　　　　　　　　　　　　　）

□台帳申告書写し

□地籍図等 （◎◎市第○○○号）

□国土調査等関係資料

□道路台帳

□道路台帳附属地図

■道路境界確定図等

□法定外公共物確定協議書等

□公共用地払下げ図面等

□河川法の適用河川境界承認図等

□換地確定図

□戦災復興区画整理図

□空中写真

□農業委員会の許可書等

□基準点成果

□その他（　　　　　　　　　　　　　）

■境界標・囲障等の写真

□筆界確認書，立会証明書等

■その他 （100-58の所有者提供の同人所有の昭和39年○月○日付けの実測図）

□その他（　　　　　　　　　　　　　）

□その他（　　　　　　　　　　　　　）

4

5

3

 
 
 
 
 
 
官
公
署
等
資
料

6

21

7～20

３　筆界特定に関する提出資料(以下に掲げる資料で存在するものは全て取得すること。)

資料等番号資料区分

1

登
記
所
資
料

そ
の
他

提
出
資
料
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（様式2）

その他
（　　　　　　　　）

結果

調査
対象者

等

その他
（　　　　　　　　）

⑩

⑭

宛先不明で返送され、甲山花美が住民票記載の住所に居住していないことが判明

調査
対象者

等

乙野太郎長女「甲山花美」へ立会依頼通知を送付

結果

⑨

・乙野太郎長女「甲山花美」の住所は，○○県○○市××1234番地

乙野太郎長女「甲野花美」住民票記載事項証明書

・乙野太郎二男「乙野二郎」は，平成7年○月○日カナダ国に転出
・乙野太郎長女「甲山花美」の住所は，○○県○○市××1234番地

⑥
⑦

近隣聴取書
（相続人の住所が乙地近
傍であれば，相続人住所

地近隣を含む。）

聴取し
た者

結果

（例）100-59居住の当該土地の登記名義人

戸籍の附票等の
写し

結果

調査
資料

結果

・乙野太郎二男「乙野二郎」戸籍の附票の写し
・乙野太郎長女「甲山花美」戸籍の附票の写し

調査
資料

結果

土地登記記録等

※必須

③
④

乙野太郎長男「乙野一郎」除籍謄本等（出生から死亡時まで）
調査
資料

・乙地登記名義人「乙野太郎」（昭和3年6月19日生）は，平成4年6月15日死亡
・乙野太郎の妻乙野花子は，平成2年12月○日死亡
・乙野太郎長男「乙野一郎」は，平成21年4月○日死亡
・乙野太郎の相続人は，①同人の弟「乙野二郎」及び②同人の妹「甲山花美」の２人。
・乙野一郎の相続人も上記２名

乙野太郎二男「乙野二郎」戸籍事項全部証明書

結果

②

結果

100-51の登記事項証明書

戸（除）籍謄本等

乙地登記名義人「乙野太郎」除籍謄本等（出生から死亡時まで）

乙野太郎長女「甲山花美」戸籍事項全部証明書

乙地の所有権登記名義人は「乙野太郎」

①

(1) 所有者不明土地の所有者調査結果

所有者・相続人
への通知

※海外転居者以外，住民
票等の記載から判明した
住所への通知は必須

（調査結果概要）
・乙地登記名義人「甲野太郎」は，平成４年６月に死亡
・「甲野太郎」の相続人は，①同人の長男「甲野一郎」，②二男「甲野二郎」，③長女「甲山花実」の３人
・長男「甲野一郎」及び二男「甲野二郎」は海外に転居し，所在不明
・長女「甲山花実」は，住民票記載の住所に立会依頼通知をするも，宛先不明で返送
以上から、乙地所有者を特定することは不可能

調査
資料

⑤

住民票の写し・
記載事項証明書等

(2) 所有者調査資料

調査
資料

４　所有者（相続人）調査及び提出資料

調査区分 資料等番号等

取得できなかった場合には，市町村から返さ

れた交付請求書又は不交付証明書を添付する。相続関係説明図（手書きでも可）を別添添付としても可

調査結果概要として，相続関係説明図（手書きでも可）等を作成し，添付しても差し支えない。

その場合であっても，調査区分の調査対象（者）については，記載すること。

取得できなかった場合には，市町村から返された交付請求書又は不

交付証明書を添付する。

取得できなかった場合には，市町村から返された交付請求書又は不

交付証明書を添付する。

聴取書を添付する。

返送された通知を添付する。
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1 

（様式3）

撮影年月日 撮影年月日

備　　　考 備　　　考

撮影年月日 平成○年○月○日 撮影年月日 平成○年○月○日

備　　　考 写真番号① 備　　　考

撮影年月日 平成○年○月○日 撮影年月日 平成○年○月○日

備　　　考 写真番号② 備　　　考

５　対象土地等の現況，境界標及び囲障等の設置状況等

昭和○○年○月に××市が埋設

(1)　対象土地等の現況，占有・利用状況

(2) 境界標の設定状況

・現地は，ＪＲ○○駅から北方向に徒歩５分ほどの平たんな住宅地
・対象土地甲１は，同土地所有者の所有する建物の敷地として利用
・対象土地甲２及び乙は，現在，更地
・関係土地２は，対象土地甲１の北側にあり，対象土地甲１及び対象土地甲２の西側筆界線と接する位置をその西端として，そこから東方向に延びる
道路敷（ただし，現地にその形跡はない。）
・関係土地３は，対象土地甲２の北側の東西に延びる私道（本件私道）の一部として利用
・関係土地４は，関係土地３の西側に隣接し，同土地と同様本件私道の一部として利用

① ②

設置の経緯及び確認の状況

Ｋ１

市金属標

□新設
■既存
□復元
□入替え

申請人が甲土地を購入したときから設置されているが，設置者及び設置時期は不明

確認状況

確認状況
意見書図面のとおり金属標が設置されており，○○市立会人が異議なく確認した。

意見書図面のとおり民石標が設置されており，100-50，100-53及び100-60の所有者（立会
人）が異議なく確認した。

設置経緯

民石標

□新設
■既存
□復元
□入替え

点名

Ｓ４５

ア　Ｋ１，Ｓ３８，Ｓ３７，Ｓ３３，Ｓ３２の各点には民石標が設置
イ　ブロック塀２の中心線とブロック塀１の南面をなぞる線の延長線上に民石標（Ｋ１点）が設置
ウ　関係土地２の東側Ｓ４５，Ｓ５３，Ｓ５０及びＳ５４の各点には，市金属標が設置

設置経緯

点名 境界標

境界標

遠
　
景

近
　
景

設置の経緯及び確認の状況

遠
　
景

近
　
景

画像省略 画像省略

画像省略 画像省略

画像省略 画像省略

・必要に応じて画像添付の枠を増減して差し支えない。
・また，画像をプリントアウトした資料を別添として提出しても差し支えない。この場合には，画像に対応し

た意見書図面に記載した撮影方向番号，撮影年月日等を余白部分に記載すること。

意見書図面に

記載した撮影方
向番号を記載
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2 

撮影年月日 平成○年○月○日 撮影年月日 平成○年○月○日

備　　　考 写真番号② 備　　　考

撮影年月日 撮影年月日

備　　　考 備　　　考

撮影年月日 撮影年月日

備　　　考 備　　　考

ア　対象土地甲２，対象土地乙，本件私道との間には，Ｌ字型側溝が敷設
イ　対象土地甲１，関係土地１との筆界付近には，関係土地１を上面とする石積みが設置
ウ　Ｓ６点及びＫ１点の民石標の指示点を結ぶ線は，石積みの北面をなぞる線とほぼ一致
エ　対象土地乙と関係土地１の筆界付近にはブロック塀（ブロック塀１），対象土地乙と100番60土地との筆界付近にはブロック塀（ブ
ロック塀２）が設置
オ　対象土地乙と100番59土地との境界付近であるＳ３８点－Ｓ３７点間には万年塀，Ｓ３７点－Ｓ３３点間にはブロック塀（ブロック
塀３）が設置
カ　100番58土地と100番59土地の筆界付近には前者側にコンクリートタタキ，後者側にコンクリート土留が設置され，両者の北端接点に
はペンキ（Ｓ３２点）あり

確認状況

設置経緯 設置経緯

境界標 確認の状況

ブロック塀２
S38点から南東方向

ブロック塀３
Ｔ6点から南西方向

遠
　
景

近
　
景

(3) 囲障等の設置状況

甲２，乙，本件私道との間のＬ字型側溝
S66点から北西方向

ブロック塀１
K1点から北西方向

設置経緯 設置経緯

・・・・・・・・・・・・・・・・・ ・・・・・・・・・・・・・・・・・

□新設
□既存
□復元
□入替え

100-56土地所有者によると，昭和39年分筆時に敷設 昭和44年分筆時に100-60所有者が設置

設置経緯

点名

画像省略 画像省略

・他の境界標も同様に記載。
・境界標の数だけ枠を増減して差し支えない。

・また，画像をプリントアウトした資料を別添として提出しても差し支えない。この場合には，画像に対応

した点名その他本欄で記載することとされている事項を余白部分に記載すること。

画像省略 画像省略

画像省略 画像省略

囲障等の名称及び撮影方向を記入
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　 平成◯年◯月◯日 ～ 平成◯年◯月◯日

撮影年月日 撮影年月日

備　　　考 備　　　考

基本三角点等に
基づく測量がで
きない理由

河川キロポスト

電柱 ○○電力○番

遠
　
景

近
　
景

金属鋲

T-2 多角点 金属鋲

恒久的地物

点　名 名称・種別 地物の名称

T1 金属鋲

真鍮標識

補助基準点

点　名 名称・種別 標　識

T-1 多角点

観測日

使用した
基本三角点等

点　名 等級・種別 標　識

100A 街区三角点 真鍮標識

20B3 街区多角点

基　準　点　測　量　等

測地系 　■世界測地系　　　□変換パラメータ（　　　　　）　　　□任意座標（　　　　　）

使用機器 　■TS　　□GNSS　　□その他（　　　　　　　　　　　　　)

観測方法
　■放射　　□結合　　□閉合　　□交会　　■単回　　■対回　　□平均　　□その他（　　　　　　　）

　□スタティック　　□短縮スタティック　　□RTK　□ネットワーク型RTK　　□その他（　　　　　　　）

６　地域区分・精度区分

地域区分
■市街地地域　　　　□村落・農耕地域　　　　□山林・原野地域

　（甲２まで）　　　　　　（乙１まで）　　　　　　（乙３まで）

地図等の
精度区分

□甲１　　■甲２　　□甲３　　□乙１　　□乙２　　□乙３　　□なし

７　筆界位置の計測

画像省略 画像省略
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（1）申請人（(株)Ａ工務店）

聴取の日時：平成２８年９月７日（水） 聴取方法： 立会い 電話 手紙 その他（　　　　　）

本件筆界１：

本件筆界２：

(2)関係人：Ｂ（甲野一郎）

聴取の日時：平成２８年９月７日（水） 聴取方法： 立会い 電話 手紙 その他（　　　　　）

本件筆界１：

根拠

(3)関係人：Ｃ（国：財務省）

聴取の日時：平成２８年９月７日（水） 聴取方法： 立会い 電話 手紙 その他（　　　　　）

本件筆界１：
本件筆界２：

根拠

(4)参考人：Ｈ（１００－６０土地の所有者）

聴取の日時：平成２８年９月７日（水） 聴取方法： 立会い 電話 手紙 その他（　　　　　）

陳述内容

※実地調査、意見聴取等期日において，上記の主張，陳述内容を確認する必要がある。

８　申請人等の主張・陳述内容

①本件筆界１及び本件筆界２は，直線上に位置する関係にあり，民石標（Ｋ１点）とペンキ（Ｓ７０点）は，本件筆界を
示している。

　既設の民石標（Ｋ１点）とＫ２点を結んだ直線

根拠

　Ｋ３点とペンキ（Ｓ７０点）を結んだ直線

②関係土地２は，その東側において民有地との間で道路境界が確定している。
　その北側の確定線を西方向へ延長した線が対象土地乙の東側筆界線と接する位置がＫ３点
　南側の確定線を西方向へ延長した線が対象土地乙の東側筆界線と接する位置がＫ２点

本件筆界１の南端筆界点は，民石標（Ｋ１点）

関係土地１と対象土地甲１との境界に民石標（Ｋ１点及びＳ６点）が設置されており，これらの点が筆界点と認識

本件筆界１の北端筆界点及び本件筆界２の南端筆界点は，関係土地２確定線を西方向へ延長した線が対象土地乙
の東側筆界線とそれぞれ接する位置と認識

○○市が保管する平成１７年第○○○号土地境界図
なお，関係土地２の幅員は，０．６０ｍ

ブロック塀２の中心線の位置が100－６０と対象土地乙との筆界と認識
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９　資料の検証　※測量成果との比較等を行う。

採否

○

(2)　○○号土地境界図　※市町村等保管の図面等についての検証 採否

◎

(3)　土地所在図・地積測量図　※登記簿附属書類についての検証 採否

－

(4)　地形，地目，面積，形状 採否

◎

(5)　本件実測図　※申請人又は関係人から提出された実測図等についての検証 採否

◎

採否

◎

10　調査結果の総合的考察

凡例 採用（重要）　：　◎

採用　：　○

一部採用　：　△

不採用　：　×

不存在　：　－

※現地の占有状況，申請人等の陳述内容，上記９の検証結果等に基づき，筆界についての
意見の判断根拠を簡潔に記載

本件筆界１の南端筆界点は，対象土地の占有状況（５(2)ア～ウ），申請人・関係人Ｂの陳述内容（８(1)(2)）及び９(4)の検証結果
等から，Ｋ１点とするのが相当
本件筆界２の北端筆界点は，対象土地の占有状況（５(2)ア），申請人の供述（８(1)），９(4)の検証結果等から，Ｋ４点とするのが相
当
本件筆界１の北端筆界点は，本件公図における関係土地２の形状，９(2)(4)の検証結果等からすると，Ｋ１点とＫ４点とを結ぶ直
線と，Ｓ５０点とＳ５４点とを結んだ直線を西方向へ延長した線との交点（Ｋ２点）とするのが相当
本件筆界２の南端筆界点は，本件公図における関係土地２の形状，９(2)(4)の検証結果等からすると，Ｋ１点とＫ４点とを結ぶ直
線と，Ｓ４５点とＳ５３点とを結んだ直線を西方向へ延長した線との交点（Ｋ３点）とするのが相当

(1)　地図等の検討結果　※登記所保管の地図等についての検証

(6)　境界標及び囲障等の検討結果

ア　本件実測図におけるＫ１点とＳ３８点の距離は，測量成果と概ね一致（0.035ｍの差異）
イ　100番58土地のコンクリートタタキと100番59土地のコンクリート土留に沿ってＳ３８，Ｓ３７，Ｓ３３，Ｓ３２の各点に境界
標が設置
ウ　対象土地乙のブロック塀の北東角Ｓ３４点とＳ３２点を結ぶ線は，100番58土地と100番59土地の筆界線とほぼ同じ位
置にあり，本件実測図における点間距離（１１．２００ｍ）と測量成果（１１．２０８ｍ）が公差の範囲で一致
エ　Ｋ１点と対象土地乙のブロック北東角Ｓ３４点の本件実測図における点間距離（１９．９６３ｍ）と測量成果（１９．９６３
ｍ）が一致

ア　本件実測図に記載されている測定年月日は，100-58が対象土地乙から分筆された日と近接
イ　本件実測図に記載されている面積は，当該分筆後の両土地の公簿面積と一致
ウ　本件実測図中の各筆界点（「◎」印が記載されているところ）には，現地（Ｋ１，Ｓ３８，Ｓ３７，Ｓ３３）に民石標が設置
　　各点の点間距離と，本件実測図における辺長とは，いずれも公差の範囲内で一致
　①　S３８点とＫ１点の点間距離：１０．６９０ｍ　　測量成果：１０．７２５ｍ
　②　Ｓ３８点とＳ３７点の点間距離：８．８３６ｍ　　測量成果：８．８３６ｍ
　③　Ｓ３７点とＳ３３点の点間距離：５．４７２ｍ　　測量成果：５．４７６ｍ

－

ア　対象土地甲１を仮にＫ１，Ｋ２，Ｓ２，Ｓ１，Ｓ６及びＫ１の各点を結んだ範囲とし，対象土地甲２を仮にＫ３，Ｋ４，Ｓ６６及
びＫ３の各点を結んだ範囲とした場合の合計面積は，１４０．３７㎡で公簿面積（１４０．５１㎡）とほぼ一致
イ　対象土地乙と100-58土地を仮にＫ１，Ｓ３８，Ｓ３７，Ｓ３３，Ｓ３２，Ｋ４及びＫ１の各点を直線を結んだ範囲とした場合の
合計面積は，２２３．６８㎡（公簿面積は２２２．０４㎡）

ア　本件対象土地について，不動産登記法１４条１項の地図はない。
イ　管轄登記所に備え付けられている地図に準ずる図面（本件公図）は，昭和５４年に改製されたマイラー図（旧土地台帳
附属地図。明治９年に改祖図として作成されたもの）
ウ　対象土地及び関係土地の現地における土地の配列及び形状は，本件公図と概ね一致

関係土地２と隣接する民有地との境界であるＳ４５，Ｓ５３，Ｓ５０，Ｓ５４の各点の位置は，現地に埋設されている金属標の
位置と公差の範囲内で一致

41 / 45



測量指図書

１ この仕様書は，東京都○○区○○町○丁目○○番○外の土地の筆界(別紙公図参照)

に係る測量及び図面作成の仕様について定める。

２ 請負契約による成果品納入細目は，次のとおりとする。

(1) 成果品目録

(2) 筆界特定図面の素図

(3) 意見書図面の素図

(4) 現況測量図

(5) トラバー網図

(6) 画地調整図

(7) 観測手簿

(8) 計算書

(9) 座標リスト（必要に応じて，フロッピーデスク等に座標数値を入力しての納品）

(10) 筆界点（K点）と引照点（S点）の写真（必要に応じて納品）

(11) その他成果品に附属するもの

３ この作業の精度及び縮尺は，次のとおりとする。

(1) 精度区分 不動産登記規則（平成１７年法務省令第１８号。以下「規則」という。）第１０

条第４項

(2) 縮尺区分 規則第１０条第２項

４ この作業についての実施細目は，次のとおりとし，作業後，不動産登記法（平成１６年

法律第１２３号。以下「法」という。）第１４３条第２項の図面（筆界特定図面）の基礎となる

図面を作成するものとする。

(1) 連絡調整

筆界調査委員が行う事前準備調査に基づき，本作業に必要な連絡・調整を行う。

(2) 多角測量

筆界点の位置を特定するための測量は，規則第１０条第３項に規定する「基本三角

点等」を基礎として行うものとする。

ただし，近傍に基本三角点等が在しない場合，その他の基本三角点等に基づく測量

ができない特別な事情がある場合には，規則第２３１条第５項ただし書のとおりとする。

なお，近傍とは，筆界点からおおむね２００メートル以内の範囲をいう。

(3) 復元測量

筆界の標識が不明又は亡失している等の場合は，既存の資料又は画地調整の結果

に基づき筆界点を測設する作業を行う。
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(4) 画地調整

数筆の土地の位置の特定又は筆界点の復元をする場合に，基礎測量（現況測量を

含む。）で得たデータと，資料調査で収集した既存資料とを照合・点検し，面積，辺長の

調整計算を行い，周辺土地との均衡調整を図り，筆界点を探索するための作業を行う。

(5) 面積測量

筆界点を特定するための手法として求積を行う。

(6) 上記の作業後，成果品を作成する。

５ 作業計画書は，２部提出すること。

６ 納品物等の取扱い及び保管には特に注意し，汚損，損傷等を防止する手段を講ずるこ

と。

７ 観測手簿，記簿及び計算簿の点検及び検査については，登記所備付地図作成作業に

関する諸規定に定める精度及び基準によるものとする。

８ 観測手簿は，青又は黒インクを用いて記帳しなければならない。ただし，データコレクタ

及びパーソナルコンピュータを用いて処理する場合は，この限りではない。

９ 観測手簿，記簿，計算簿及び成果表の文字又は数値はこれを改ざんしてはならない。も

し，訂正又は削除をしたときは，その削除した文字又は数値は，なお判読できるようにして

おかなければならない。

１０ 成果については，筆界特定登記官の指定する測量に関する知識を有する責任者による

検査を実施し，その者が署名，押印をするものとする。

平成 年 月 日

委託者 所 在 東京都千代田区九段南１丁目１番１５号

東京法務局筆界特定登記官 ○ ○ ○ ○ ○印

受託者 住 所 東京都○○区○○町○丁目○番○号

資 格 土地家屋調査士 ○ ○ ○ ○ 職印
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測量データの提供のお願い

当局では，筆界特定手続を迅速かつ円滑に処理するため，土地家屋調査士が申請

人代理人となっている事件につきましては，下記の要領で担当官に測量データをメ

ールで送付するようお願いしています。

なお，提供いただいた測量データは，当局において点検（検査測量）し，本手続

における資料（測量データ）として採用することとした場合は，成果品として納品

していただくことになりますので，あらかじめご準備ください。

１ 申請受付段階（取り急ぎ，事件の担当官が決まった段階で必要なもの）

(1) 申請書に添付した図面の図面データ（ＳＸＦ）Ｐ２１かＳＦＣ

※ ＳＸＦが無理であればＤＸＦ

(2) 上記(1)図面の座標データ（ＳＩＭＡ）

２ 資料収集段階（おおむね申請から１か月程度）

(1) 現況測量図（ＳＸＦ）Ｐ２１かＳＦＣ

※ 採用した測点の位置が分かる図面データ（裏面参照）

※ ＳＸＦが無理であればＤＸＦ

(2) 上記(1)図面の座標データ（ＳＩＭＡ）

※ 座標一覧の備考欄には境界標の種類を記載してください。

※ 測点が不足している場合，必要な測点の追加測量を指示する場合があり

ます。担当官が指示する期限までに，測量データを提出してください。

提出がない場合は，特定測量に移行する場合があります。

３ 最終的に成果品として納品していただくもの

(1) 提出品目録（記名・押印（職印押印））

(2) 現況測量図（測量原図）主張点等入っていないもの

(3) 上記(2)の座標一覧（備考欄に境界標の種類が記載されているもの）

(4) トラバー網図

(5) 観測手簿

(6) 計算書（交点計算，ヘルマート計算，トラバー計算等）

(7) その他測量成果品に附属するもの（画地調整図等，基準点精度管理表等）
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点　　　　　名 Ｘ座標 Ｙ座標

R1 197.904 196.753

R2 186.763 218.511

B3 203.277 195.534

B4 199.079 193.732

Y5 195.716 207.804

R6 190.649 217.977

R7 188.915 229.252

Y8 185.319 228.697

R9 187.137 216.857

R10 192.467 206.179

R11 209.594 185.346

R12 202.464 195.876

Y13 200.294 199.673

R14 197.136 197.865

R15 199.376 193.957

R16 216.868 172.955

S17 217.428 177.769

R18 196.324 206.585

R19 193.123 204.865

G20 186.153 214.034

A21 187.263 218.975

B22 202.896 188.024

G23 207.189 164.044

G24 206.808 164.344

R25 214.479 174.091

R26 224.901 165.770

Y27 212.342 175.780

R28 191.268 144.106

R29 197.487 152.503

R30 188.992 145.612

S31 196.113 155.179

B32 200.061 161.412

Y33 202.600 163.405

B34 202.414 163.610

B35 211.414 175.013

B36 212.086 175.826

B37 217.459 177.781

S38 167.055 164.339

L39 167.216 164.208

L40 167.271 165.106

点　　　　　名 Ｘ座標 Ｙ座標

L41 159.786 171.611

R42 159.262 171.106

M43 159.770 167.102

M44 175.554 157.992

S45 148.114 180.780

L46 148.367 180.501

L47 147.397 178.125

J48 146.765 177.632

J49 144.783 177.603

J50 141.525 179.825

G51 145.545 183.534

R52 158.303 190.375

G53 158.434 190.231

R54 167.044 198.466

Y55 167.062 198.477

G56 167.114 198.424

M57 166.247 202.672

R58 197.236 197.876

M59 196.801 197.498

B60 196.789 195.114

S61 189.657 189.562

M62 189.722 189.499

R63 193.877 203.539

S64 183.149 182.089

B65 183.386 181.839

B66 182.901 182.028

B67 183.096 182.008

B68 191.107 186.419

B69 190.774 188.660

B70 196.539 194.808

S71 200.351 199.575

L72 209.957 178.560

B73 212.120 176.261

S74 209.978 185.559

S75 209.604 186.045

S76 209.230 186.532

S77 208.164 188.051

R78 213.354 174.982

S79 212.334 176.067

R80 205.620 165.286

点　　　　　名 Ｘ座標 Ｙ座標

L81 189.873 146.901

L82 187.925 146.642

R83 189.424 146.109

R84 191.022 143.708

Y85 202.426 163.573

M86 182.878 181.793

S87 202.049 163.935

S88 214.018 172.625

M89 192.188 173.405

M90 197.248 180.156

B91 196.993 181.033

B92 197.055 180.809

B93 197.024 181.073

T1 200.000 200.000

T2 190.431 219.581

T3 163.713 199.655

T4 144.168 181.579

T5 166.521 162.042

T6 187.711 143.940

T7 204.541 161.622

T8 214.217 173.595

T1-1 189.672 187.587

T1-2 183.992 182.672

T8-1 206.073 190.146

備　　考備　　考備　　考
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